
【日時】

【会場】

地域創造への連携
－和歌山大学の研究と地域の未来－

和歌山大学地域創造支援機構シンポジウム

　大学では、基本的な使命である教育、研究に加え「地域連携・社会貢献」が第三の使命として掲げられています。
そのため大学の研究フィールドが広がっている今、研究者自身が地域や研究に真摯に向き合い、謙虚に公平に研究成果
を社会に還元する姿勢がより強く求められています。
　和歌山大学でも、学生教育や科学技術の研究開発を通して、研究成果を正しく社会に還元することが、地域社会の期
待に応える社会的責任と考え、地域住民、ＮＰＯ、産業界、自治体などと連携したさまざまな研究活動を実践しています。
　そこで、和歌山大学で取り組んでいる独創的研究分野の研究展示、マッチング相談、地域創造の方法論を探る意見交
換を行うシンポジウムを開催します。地域の皆様や地域連携各機関の皆様との交流の機会をしていただきますよう、是
非にご参加をお願い申し上げます。
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平成２５年２月６日（水）

フォルテワジマ４Ｆイベントホール

平成２５年２月６日（水）
１３：００～１７：１５（交流会１７：３０～１９：００）

フォルテワジマ４Ｆイベントホール
（和歌山市本町２丁目１番地）

【日時】

【会場】

【主催】　和歌山大学・和歌山大学地域創造支援機構
申込みは裏面フォームによりお申し込みください。

■お問い合わせ：和歌山大学地域創造支援機構
　　　　　　　　電話０７３‒４５７‒７００９　ＦＡＸ０７３‒４５７‒７５５０

パネル展示と研究紹介

第１部 トークセッション 13:00～14:15

15：45～16：45

17:00～17:30

14:15～15:45ポスターセッション・マッチングコアタイム

「Fukushimaから考える科学の社会的責任」

第２部 トークセッション

「豊かな地域資源とエネルギー
～和歌山型イノベーションの可能性」（セッション終了17:00）

和歌山大学型グリーンイノベーション創造プログラム、和歌山大学
独創的研究支援プロジェクトおよび和歌山県、和歌山市からの研究
パネル展示と研究者チームによる研究紹介

研究パネル展示は、同会場にて１３：００～1７：３０まで行っております。

会場・周辺駐車場のご案内
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氏名

住所（案内等送付可能な場所をご記入下さい。）

交流会（要参加費２千円）

所属名 役職名

お電話
　　　　　　　　　　　ー　　　　　　ー

メールアドレス

　　　　　　　　　　＠

ご出席　・　ご欠席

ＦＡＸ(073)457-7550　メールgreen@center.wakayama-u.ac.jp　電話(073)457-7009（研究協力課）
受付窓口：和歌山大学地域創造支援機構　〒640-8510 和歌山市栄谷930

お 申 込 票 下記の事項にご記入のうえ、１月３０日㈬までにＦＡＸ、メールもしくは電話でお申し込みください。

※交流会ご参加の方は参加費２千円が必要です。当日受付にてお支払い願います。

※当日、参加者名簿を作成させていただきます。

ご挨拶：和歌山大学 学長　山 本 健 慈 「危機に立ち向かう研究者倫理への提言」

〈トークセッション〉
パネリスト
※福島大学からゲストをお迎えします。
福 島 大 学・・・福島大学は、地域の国立大学として、発災直後から、学内体育館での避難者の受入、

空間放射線量の測定マップの作成・公表など喫緊の課題へ迅速に対応してきました。現
在は、「うつくしまふくしま未来支援センター」を設立し、長期間におよぶ様々な復旧・
復興支援活動を組織的に推進しています。

伊 東 千 尋　　和歌山大学システム工学部教授
平成23年度独創的研究支援プロジェクト「和歌山大学ナノカーボンテクノロジー拠点」代表

江 種 伸 之　　和歌山大学システム工学部准教授
平成24年度独創的研究支援プロジェクト「紀伊半島における災害対応力の強化」代表

コーディネーター
平 田 健 正　　和歌山大学理事、副学長、地域創造支援機構長

第１部 「Fukushimaから考える 科学の社会的責任」

和歌山大学型グリーンイノベーション創造プログラム、和歌山大学独創的研究支援プロジェクトおよび和歌山県、
和歌山市からの研究パネル展示と研究者チームによる研究紹介

ポスターセッション・マッチングコアタイム

〈トークセッション〉
パネリスト
請 川 孝 治　　和歌山県工業技術センター所長

通産省資源技術総合研究所　エネルギー資源部長、独立行政法人産業技術総合研究所
理事・関西センター所長などを経て現職。

石 橋 幸四郎　　株式会社石橋　代表　
和歌山大学型グリーンイノベーション創造プログラムグリーン研究員

池 際 博 行　　和歌山大学理事、副学長
平成22年度独創的研究支援プロジェクト「地域資源の有効活用」代表

中 島 敦 司　　和歌山大学システム工学部教授
和歌山大学型グリーンイノベーション創造プログラム「南紀熊野地域資源利活用研究」代表

コーディネーター
湯 崎 真梨子　　和歌山大学地域創造支援機構特任教授、地域創造支援マネージャー

第２部 「豊かな地域資源とエネルギー ～和歌山型イノベーションの可能性」


